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	研究課題
	圧縮時にキンク変形を示す異種金属積層材のFE-SEM/EBSD観察

	
共同研究テーマ

※該当するものに✓をつけてください。
	☑全国共同利用・共同研究助成
□国際共同利用・共同研究助成
□共通試料提供・共同研究助成
□試料分析評価受託・共同研究助成

	□重点テーマ
□輸送機器材料開発
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	・EBSD解析装置
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	配当額
	旅費　　　　（　　　　240,000　　　円）
	消耗品　　　　（　　　　　60,000　　　　円）

	研究成果内容
【主な研究成果】
接合圧延を用いて作製した，fcc金属（硬質層：Cu、軟質層：A5052合金）からなるミルフィーユ物質（Cu-A5052合金積層材）を対象に，熊本大学が保有する断面イオンミリング装置およびFE-SEM/EBSD・EDS装置を用いて材料組織観察を実施した．
従来の機械研磨や電解研磨では各相を同時に測定することが困難であったが，断面イオンミリングを活用することで，両相を同時にかつ高精度に測定可能なEBSD試料の作製に成功した．これにより，これまで明確でなかったfcc金属積層材におけるキンク変形の発現条件について，接合圧延に伴う微細組織や集合組織の影響，およびfcc金属内の滑り系制限の観点から詳細な解析を行い，キンク変形発現メカニズムの解明につながる重要な組織・集合組織データをすべて取得することができた．

【今後の展望】
本共同研究によって必要なすべての組織解析データの取得が完了したため，今後はこれらのデータを基に，Cu-A5052合金積層材におけるキンク変形発現条件の体系的なモデル化を進める．得られた成果は，fcc金属を基調としたキンク変形を示す積層材として展開する予定であり，学術論文としてまとめ，国際ジャーナルへの投稿を目指す．

【具体的な成果】
該当無し

	注意事項
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2026年5月15日（金）までにメール記載の専用URLよりアップロードください。
・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホームページに掲載いたしますので、公表できる範囲において作成してください。
・記載欄が不足する場合は，適宜ページを追加してください。




